
第２期田原市地域福祉計画案 概要版 
 

 

第１章 計画の策定にあたって・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P２ 
 
計画の背景と趣旨  

福祉とは「誰もが幸せに暮らすことができること」です。 
福祉を住み慣れた地域で実現するためには、法や制度で救う

社会保障だけでなく、地域で暮らす方たち同士で支え合うこと

が欠かせません。 
 
 

計画の位置づけ  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
計画の期間  

平成 28 年度から平成 30 年度まで（３年間） 
 
 
計画の策定体制  

策定に当たっては、市民意識調査のほか、生活ささえあいネ

ットの課題抽出、施策周知を兼ねた各地域での聞き取りを始め、

庁内ワークショップの実施、障害者自立支援協議会など各種会

議での意見聴取を行いました。 
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第２章 地域福祉を取り巻く現状・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ15 
 
人口等の現状  

田原市の人口は減少傾向にあり、今後も減少していくと推測

されます。また、介護保険など福祉サービスの利用者数は年々

増加しています。 

 
 
 
地域役員等との話し合いから見た状況  

地域の中に不便さを抱えながら生活している人がおり、専門

職も関われることは知っているものの、近隣住民として具体的

にどのように関われるかが分からないといった声があります。 
 
生活ささえあいネットの認知度は充分ではありませんが、

徐々に広がりつつあります。一方で、コミュニティ組織により、

地域課題の把握や取り組み状況は様々で、困りごとがあっても

なかなか身近な人に相談できない人が多くいることも分かり

ました。 
 

  

9,321  
9,169  
9,147  
8,954  
8,805  
8,688  
8,666  
8,484  
8,393  
8,254  
8,141  

43,682  
43,663  
43,229  
43,058  
42,860  
42,064  
41,405  
40,430  
39,647  
39,163  
38,571  

13,764  
13,980  
14,241  
14,385  
14,456  
14,839  
15,327  

15,898  
16,144  
16,505  
16,731  

66,767  
66,812  
66,617  
66,397  
66,121  
65,591  
65,398  
64,812  
64,184  
63,922  
63,443  

0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000 60,000 70,000

平成19年 

平成20年 

平成21年 

平成22年 

平成23年 

平成24年 

平成25年 

平成26年 

平成27年 

平成28年 

平成29年 

年少人口(0～14歳) 生産年齢人口(15～64歳) 老年人口(65歳以上) 



 

 

第３章 計画の基本的なあり方・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ49 
 
計画の基本理念  

みんなでつくる笑顔とやさしさのみちあふれるまち 
 
計画の視点  

１ 仕組みづくり人づくりの視点  
２ 保健福祉サービスについての視点  
３ 地域づくりの視点  

 
計画の基本目標  

１ みんなでつくる 助け合い支え合いのしくみ 
２ みんなが利用しやすい 福祉サービスの推進 
３ みんなでつくる 人にやさしいまち 

 
計画の体系  
 
基本 

理念 
基本目標 施策の方向性 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

１ みんなでつくる 

助け合い支え合いのしくみ 

２ みんなが利用しやすい 

福祉サービスの推進 

３ みんなでつくる 

人にやさしいまち 

（１）地域での助け合いの意識の啓発

（２）地域での助け合いのための人材育成 

（３）地域の組織の役割分担と連携

（１）住民の声（ニーズの把握） 

（２）情報提供の充実 

（３）在宅支援サービスの有効活用 

（４）権利擁護の充実 

（１）地域で支えるネットワークづくり 

（２）バリアフリー化の推進 

（３）地域の防犯・防災活動の推進 

（４）健康づくり・生きがいづくりの推進 
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第４章 施策の展開・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ49 
 
１  みんなでつくる  助け合い支え合いの仕組み  

指 標 目 標 

「あなたはどの程度幸せですか（10 点満点） 

という質問の回答の平均点 
８点 

（１）地域での助け合いの意識の啓発 
 あいさつ運動の推進 
 助け合い意識の向上 
 配慮が必要な人への理解向上 
（２）地域での助け合いのための人材育成 
 福祉教育による人づくり 
 市民活動やボランティア活動の活性化と人材育成 
 地域の組織の活性化と人材育成 
（３）地域の組織の役割分担と連携 
 各組織の認知度の向上と連携強化 
 地域福祉活動の財源確保と組織体制 

 
２  みんなが利用しやすい  福祉サービスの推進  

指 標 目 標 

生活困窮者自立相談支援事業対象者のうち 

就労や福祉サービスに結びついた割合 
60％ 

（１）住民の声（ニーズ）の把握 
 気軽に相談できる関係づくり 
（２）情報提供の充実 
 誰にでもわかりやすい情報の提供 
（３）在宅支援サービスの有効活用 
 在宅支援の充実 
（４）権利擁護の充実 
 権利擁護に関する理解の促進 
 虐待の防止 

 
３  みんなでつくる  人にやさしいまち  

指 標 目 標 

生活ささえあいネットサポーターの登録 全自治会で登

録 

（１）地域で支えるネットワークづくり 
 だれも孤立しない地域づくり 
（２）バリアフリー化の推進 
 人にやさしいまちづくりの推進 
（３）地域の防犯・防災活動の推進 
 地域の防災・防犯・交通安全対策の推進 
 災害時要援護者（避難行動要支援者）台帳制度の充実 
（４）健康づくり・生きがいづくりの推進 
 健康づくり・生きがいづくりの推進 
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